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• 役員が各クラブのダンサーに上位下達のような形
で報告するので、ダンサーの意見が届かなかった。

• ダンサーの意見として、会場が遠く役員にまか
せっきりでアニバの運営をする（詳しい流れや必
要事項等）が学べなかった。

〈結論〉
普段は交流が無いクラブのダンサーと、協働でパー

ティーを運営する事で、絆が深まりました。第2回の
アニータパーティーを2024年4月7日開催します。

ユクサオサイジャシタ  
～難解なるかな薩摩弁～
… 鹿児島スクエアダンスクラブ　川添　久子

わが日本列島は南北に細長く、北
と南では文化も言葉もまるで異なり
ます。薩摩を中心とした新政府軍と奥
羽列藩の幕府軍が争った戊辰戦争も、
言葉がスムースに通じなかったのが
一因とも言われています。また太平
洋戦争中、日本海軍は暗号漏れを警戒し、薩摩弁で打
電しあったところ傍受した米軍も解読できず大いに困
惑したそうですが、暗号解読班に鹿児島出身の日系2
世がいて、しまいには感づかれてしまったという逸話
もあります。

閑話休題　オトコハサンネンニカタフワルエと言っ
たらお判りでしょうか。男子たるもの日常ヘラヘラす
るものではない、3年に一回片頬笑う程度でいいとい
う薩摩格言「男は3年に片頬笑え」です。しかしこの
言葉もいまや死語。先日開催の鹿児島SDCアニバには
素敵な淑女に加え、紳士の方々にも参加頂きました。
それこそ片頬どころか満面の笑みで楽しんでいただい
たのは主催者としても嬉しい限りでした。また、不安
と期待のパーティー初参加の会員も流れに身を任せ
て？踊りきり満足顔、何より嬉しい1ショットでした。
雰囲気を盛り上げて頂いたゲストの片岡順子さんはじ
め参加のコーラーさんに感謝します。

来年4月6〜7日には鹿児島市において九州統括支部
ジャンボリーが開催されます。タイトルのまるで判じ
物みたいな言葉は「ようこそいらっしゃいました」と
いう薩摩弁です。各地から沢山の皆様を「ユクサオサ
イジャシタ」とお迎えしたいと思っております。

パーティーは自分が伸びるきっかけ
… スウィンガーズ‘Ｈ（北海道）　竹内　和史

私がスクエアダンスを知るきっか
けとなったのは、体験会に誘われ（騙
された？）、コーラーさんの指示で1
セット8人のダンサーが動くという
ダンスにとても新鮮な印象を持った
ことでした。そして2週間後にはクラ

ブに入会し、月2回の例会でベーシックを教わりました。
体験会の1年後にはDosadoパーティーがあり、クラブ
例会の5倍くらいの人数に圧倒され、踊っても途中で
判らなくなり頭が真っ白になったのが最初のパー
ティーでした。

その後MSの講習が終わって間もなくしてジャンボ
リー、他のクラブのアニバーサリーパーティーさらに
はコンベンションなど、まだまだ十分な踊り込みがで
きていないにも拘わらず、周りの人に誘われるままあ
ちこちに出かけ冷や汗をかいていました。

パーティーは自分が成長できるきっかけだと実感し
ています。参加するたびに初めてのコーラーさんに戸
惑い、周りの人に助けられながらも踊りきれた達成
感や、途中で壊れた時の挫折感・くやしさを味わいつ
つもパーティー後の反省会での先輩方とのふれあいや、
皆さんの苦労話や失敗談を聞くのも楽しみになってき
ました。

従前は思うように踊れない時期が続くと、例会に向か
う足取りが重たい時期もありましたが、先輩方も同じよ
うに苦労してきたとの話を聞き、励まされる度にもう少
しだけ続けてみようと今に至っています。スクエアダン
スを始めたことで多くの友人ができたこと、また耳と頭
の体操で老化防止にも大いに役立っています。

コロナ禍でしばらくはパーティーも開催されませんで
したが、ようやく通常に近づき次はどのパーティーに参
加しようか、次回のコンベンション開催地はどこか、そ
こでの観光や美味しいものは何かなど、先の楽しみを想
像しながら今後もスクエアダンスを楽しんで行きます。

支部ジャンボリー記念品の残りを  
NPOに寄付
… 静岡SDCメリーハピネス　福島　賢夫

中部統括支部では、2020年の支部
ジャンボリーが第50回となることから、
記念事業として開催する事にし、タス
クチームを編成して準備をしました。
参加者には記念誌及び記念品を配布
することとして、主管は静岡地区が
担当となり会場確保等準備をしました。記念品は、折
りたたみの日傘と決まり、数量は、今までの参加人数
を検討した結果500本注文としました。

しかし支部ジャンボリーは、新型コロナウィルス感
染症が拡大し、感染防止の為ジャンボリーは、延期と
なり2021年も同様開催する事はできませんでした。
2022年は、会場を変更して愛三岐地区主管で開催する
こととなりましたが、コロナ禍で延期となってしまい
ました。ようやく2023年に刈谷産業振興センターで4年
ぶりに開催する事ができました。参加者は、まだ新型
コロナ禍の影響もあり351名と予想より少なめでした。

140本ほど余った傘を有効活用できないか、必要と
しているボランティア団体はないかとPCで検索して
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